
三重県公共工事共通仕様書（平成１８年７月版）正誤表

ページ 行 誤 正
1-4 16行目 上記の１項の（３）～（５）・（８）・（１０）～（１

３）の事項は省略することができるものとす
る。

上記の１項の（３）～（５）・（８）～（１４）の事
項は省略することができるものとする。

1-6 2行目 １．請負者は、受注時又は変更時におい
て工事請負代金が500万円以上の工事に
ついて、実績情報システム（ＣＯＲＩＮＳ）に
基づき、受注・変更・完成時に工事実績情
報として「工事カルテ」を作成し監督員の
確認を受けたうえ、受注時は契約後10日
以内に、登録内容の変更時は変更があっ
た日から10日以内に、完成時は工事完成
後10日以内に登録機関に登録申請をし
なければならない。

１．請負者は、受注時または変更時にお
いて工事請負代金が500万円以上の工事
について、工事実績情報サービス（ＣＯＲＩ
ＮＳ）に基づき、受注・変更・完成・訂正時
に工事実績情報として「工事カルテ」を作
成し、監督員の確認を受けたうえ、受注時
は契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除
き10日以内に、登録内容の変更時は変更
があった日から土曜日、日曜日、祝日等
を除き10日以内に、完成時は工事完成後
10日以内に、訂正時は適宜登録機関に
登録申請をしなければならない。（ただ
し、工事請負代金額500万円以上2,500
万円未満の工事については、受注・訂正
時のみ登録するものとする。）

1-15 「表1-2段階確認
一覧表」の「章」
の列10行目

１．道路改良 １．道路開設・改良

1-35 2行目 「三重県リサイクル製品利用推進条例」
に基づく認定製品を使用する場合は、条
例第11条第3項及び同規則14条に基づ
き、

「三重県リサイクル製品利用推進条例」
に基づく認定製品を使用する場合は、条
例第15条第3項及び同規則17条に基づ
き、

4-4 10行目 水平打継目では15ｃｍ以上とし、 水平打継目では1.5ｃｍ以上とし、
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「ＴＳ・ＧＰＳを
用いた盛土の締固
め情報化施工管理
要領（案）」によ
る

施工範囲を小分割した管理ブロッ
クの全てが規定回数だけ締め固め
られたことを確認する。ただし、
路肩から１ｍ以内と締固め機械が
近寄れない構造物周辺は除く。

１．盛土を管理する単位（以下
「管理単位」）に分割して管理
単位毎に管理を行う。
２．管理単位は築堤、路体路床
とも１日の１層当たりの施工面
積は1,500ｍ2を標準とする。ま
た、１日の施工面積が2,000ｍ2
以上の場合、その施工面積を2
管理単位以上に分割するものと
する。
３．１日の施工が複数層に及ぶ
場合でも１管理単位を複数層に
またがらせることはしないもの
とする。
４．土取り場の状況や土質状況
が変わる場合には、新規の管理
単位として取り扱うものとす
る。

「ＴＳ・ＧＰＳを
用いた盛土の締固
め情報化施工管理
要領（案）」によ
る

施工範囲を小分割した管理ブロッ
クの全てが規定回数だけ締め固め
られたことを確認する。ただし、
路肩から１ｍ以内と締固め機械が
近寄れない構造物周辺は除く。

１．盛土を管理する単位（以下
「管理単位」）に分割して管理
単位毎に管理を行う。
２．管理単位は築堤、路体路床
とも１日の１層当たりの施工面
積は1,500ｍ2を標準とする。ま
た、１日の施工面積が2,000ｍ2
以上の場合、その施工面積を2
管理単位以上に分割するものと
する。
３．１日の施工が複数層に及ぶ
場合でも１管理単位を複数層に
またがらせることはしないもの
とする。
４．土取り場の状況や土質状況
が変わる場合には、新規の管理
単位として取り扱うものとす
る。

15-1 ロッ
クボルト

施
工
必
須
引き抜き試験 切土補強土工法設

計施工要領
参考資料「ロック
ボルトの引き抜き
試験」

引抜き耐久力の80％程度以上 試験本数は設計上の地質毎に３
本を標準とする。
なお、これを最低本数として、
必要に応じて試験本数を増やす
ことが出来る。
また、実施工に先立って実施す
る場合は、本施工とは別に試験
用補強材を打設する。

15-1 ロッ
クボルト

施
工
必
須
引き抜き試験 切土補強土工法設

計施工要領
参考資料「ロック
ボルトの引き抜き
試験」

引抜き耐久力の80％程度以上 試験本数は設計上の地質毎に３
本を標準とする。
なお、これを最低本数として、
必要に応じて試験本数を増やす
ことが出来る。
また、実施工に先立って実施す
る場合は、本施工とは別に試験
用補強材を打設する。

確認試験 同上 同上 原則として３％かつ３本以上 確認試験 同上 同上 原則として３％かつ３本以上

モルタルの圧縮強
度試験

JIS A 1108 設計図書による ２回（午前・午後）／日 モルタルの圧縮強
度試験

JIS A 1108 設計図書による ２回（午前・午後）／日

モルタルのフロー
値試験

JIS R 5201 設計図書による 練りまぜ開始前に試験は２回行
い、その平均値をフロー値とす
る。

モルタルのフロー
値試験

JIS R 5201 設計図書による 練りまぜ開始前に試験は２回行
い、その平均値をフロー値とす
る。

適正試験 グラウンドアン
カー設計・施工基
準、同解説

設計荷重に対して十分に安全であ
ること。

原則として５％かつ３本以上 グラウンドアンカー工に適用する。 適正試験 グラウンドアン
カー設計・施工基
準、同解説

設計荷重に対して十分に安全であ
ること。

原則として５％かつ３本以上 グラウンドアンカー工に適用する。
ただし、モルタルの必要強度の確認
後に実施すること。

確認試験 グラウンドアン
カー設計・施工基
準、同解説

設計荷重に対して十分に安全であ
ること。

ただし、モルタルの必要強度の確認
後に実施すること。

確認試験 グラウンドアン
カー設計・施工基
準、同解説

設計荷重に対して十分に安全であ
ること。

適正試験に用いられたアンカー
を除く全本数
①10本ごとに１本のアンカー
（初期荷重は、計画最大試験荷
重の約0.1倍とし、計画最大試
験荷重までの載荷と初期荷重ま
での除荷を行う。）
②その他のアンカー
（計画最大試験荷重まで載荷す
る）

グラウンドアンカー工に適用する。
ただし、モルタルの必要強度の確認
後に実施すること。

16 吹付工 材
料
必
須
アルカリ骨材反応
対策

「アルカリ骨材反
応抑制対策につい
て」（平成１４年
７月３１日付け国
官技第１１２号、
国港環第３５号、
国空建第７８
号）」

「アルカリ骨材反応抑制対策につ
いて」（平成１４年７月３１日付
け国官技第１１２号、国港環第３
５号、国空建第７８号）」

適正試験に用いられたアンカー
を除く全本数

グラウンドアンカー工に適用する。 ○ 16 吹付工 材
料
必
須
アルカリ骨材反応
対策

「アルカリ骨材反
応抑制対策につい
て」（平成１４年
７月３１日付け国
官技第１１２号、
国港環第３５号、
国空建第７８
号）」

「アルカリ骨材反応抑制対策につ
いて」（平成１４年７月３１日付
け国官技第１１２号、国港環第３
５号、国空建第７８号）」

骨材試験を行う場合は、工事開
始前、工事中１回/６ヶ月以上
および産地が変わった場合。

○

そ
の
他

骨材のふるい分け
試験

JIS A 1102
JIS A 5005
JIS A 5011-1～3

設計図書による。 ①10本ごとに１本のアンカー ただし、モルタルの必要強度の確認
後に実施すること。

○ そ
の
他

骨材のふるい分け
試験

JIS A 1102
JIS A 5005
JIS A 5011-1～3

設計図書による。 工事開始前、工事中１回/月以
上および産地が変わった場合。

○

骨材の密度及び吸
水率試験

JIS A 1109
JIS A 1110
JIS A 5005
JIS A 5011-1～3

絶乾密度：2.5以上
細骨材の吸水率：3.5％以下
粗骨材の吸水率：3.0％以下
（砕砂・砕石、高炉スラグ骨材、
フェロニッケルスラグ細骨材、銅
スラグ細骨材の規格値については
摘要を参照）

（初期荷重は、計画最大試験荷
重の約0.1倍とし、計画最大試
験荷重までの載荷と初期荷重ま
での除荷を行う。）

○ 骨材の密度及び吸
水率試験

JIS A 1109
JIS A 1110
JIS A 5005
JIS A 5011-1～3

絶乾密度：2.5以上
細骨材の吸水率：3.5％以下
粗骨材の吸水率：3.0％以下
（砕砂・砕石、高炉スラグ骨材、
フェロニッケルスラグ細骨材、銅
スラグ細骨材の規格値については
摘要を参照）

工事開始前、工事中１回/月以
上および産地が変わった場合。

JIS A 5005（砕砂及び砕石）
JIS A 5011-1（高炉スラグ骨材）
JIS A 5011-2（フェロニッケルスラグ細骨
材）
JIS A 5011-3（銅スラグ細骨材）

○

骨材の微粒分量試
験

JIS A 1103
JIS A 5005

粗骨材：1.0％以下
細骨材：コンクリートの表面がす
りへり作用を受ける場合3.0％以
下、その他の場合5.0％以下（砕
砂およびスラグ細骨材を用いた場
合はコンクリートの表面がすりへ
り作用を受ける場合5.0％以下そ
の他の場合7.0％以下）

②その他のアンカー ○ 骨材の微粒分量試
験

JIS A 1103
JIS A 5005

粗骨材：1.0％以下
細骨材：コンクリートの表面がす
りへり作用を受ける場合3.0％以
下、その他の場合5.0％以下（砕
砂およびスラグ細骨材を用いた場
合はコンクリートの表面がすりへ
り作用を受ける場合5.0％以下そ
の他の場合7.0％以下）

工事開始前、工事中１回/月以
上および産地が変わった場合。
（山砂の場合は、工事中１回／
週以上）

○

砂の有機不純物試
験

JIS A 1105 標準色より淡いこと。濃い場合で
も圧縮強度が90%以上の場合は使
用できる。

（計画最大試験荷重まで載荷す
る）

○ 砂の有機不純物試
験

JIS A 1105 標準色より淡いこと。濃い場合で
も圧縮強度が90%以上の場合は使
用できる。

工事開始前、工事中１回/年以
上および産地が変わった場合。

濃い場合は、JIS 5308「モルタルの圧縮
強度による砂の試験」付属書3による。

○

モルタルの圧縮強
度による砂の試験

JIS A 5308の附属
書3

圧縮強度の90％以上 試料となる砂の上部における溶
液の色が標準色液の色より濃い
場合。

○ モルタルの圧縮強
度による砂の試験

JIS A 5308の附属
書3

圧縮強度の90％以上 試料となる砂の上部における溶
液の色が標準色液の色より濃い
場合。

○

骨材中の粘土塊量
の試験

JIS A 1137 細骨材：1.0%以下
粗骨材：0.25%以下

工事開始前、工事中１回/月以
上および産地が変わった場合。

○ 骨材中の粘土塊量
の試験

JIS A 1137 細骨材：1.0%以下
粗骨材：0.25%以下

工事開始前、工事中１回/月以
上および産地が変わった場合。

○

骨材中の比重1.95
の液体に浮く粒子
の試験

JIS A 5308の附属
書2

細骨材：
コンクリートの外観が重要な場

合0.5%以下
その他の場合1.0%以下

粗骨材：
コンクリートの外観が重要な場

合0.5%以下
その他の場合1.0%以下

工事開始前、工事中１回/年以
上および産地が変わった場合。

スラグ細骨材、高炉スラグ粗骨材に
は適用しない。

○ 骨材中の比重1.95
の液体に浮く粒子
の試験

JIS A 5308の附属
書2

細骨材：
コンクリートの外観が重要な場

合0.5%以下
その他の場合1.0%以下

粗骨材：
コンクリートの外観が重要な場

合0.5%以下
その他の場合1.0%以下

工事開始前、工事中１回/年以
上および産地が変わった場合。

スラグ細骨材、高炉スラグ粗骨材に
は適用しない。

○

硫酸ナトリウムに
よる骨材の安定性
試験

JIS A 1122
JIS A 5005

細骨材：10%以下
粗骨材：12%以下

工事開始前、工事中１回/年以
上および産地が変わった場合。

寒冷地で凍結のおそれのある地点に
適用する。

○ 硫酸ナトリウムに
よる骨材の安定性
試験

JIS A 1122
JIS A 5005

細骨材：10%以下
粗骨材：12%以下

工事開始前、工事中１回/年以
上および産地が変わった場合。

寒冷地で凍結のおそれのある地点に
適用する。

○

セメントの物理試
験

JIS R 5201 JIS R 5210（ポルトランドセメン
ト）
JIS R 5211（高炉セメント）
JIS R 5212（シリカセメント）
JIS R 5213（フライアッシュセメ
ント）
JIS R 5214（エコセメント）

工事開始前、工事中1回/月以上 ○ セメントの物理試
験

JIS R 5201 JIS R 5210（ポルトランドセメン
ト）
JIS R 5211（高炉セメント）
JIS R 5212（シリカセメント）
JIS R 5213（フライアッシュセメ
ント）
JIS R 5214（エコセメント）

工事開始前、工事中1回/月以上 ○

施
工
必
須

誤 正

品質管理基準及び規格値 品質管理基準及び規格値

15-2抑止ア
ンカー工

施
工
必
須

15-2抑止ア
ンカー工
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工 種
種
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試
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試験成
績表等
による
確認

誤 正

品質管理基準及び規格値 品質管理基準及び規格値

ポルトランドセメ
ントの化学分析

JIS R 5202 JIS R 5210（ポルトランドセメン
ト）
JIS R 5211（高炉セメント）
JIS R 5212（シリカセメント）
JIS R 5213（フライアッシュセメ
ント）
JIS R 5214（エコセメント）

工事開始前、工事中1回/月以上 ○ ポルトランドセメ
ントの化学分析

JIS R 5202 JIS R 5210（ポルトランドセメン
ト）
JIS R 5211（高炉セメント）
JIS R 5212（シリカセメント）
JIS R 5213（フライアッシュセメ
ント）
JIS R 5214（エコセメント）

工事開始前、工事中1回/月以上 ○

練混ぜ水の水質試
験

土木学会規準
JSCE-B 101

懸濁物質の量：2g/l以下
溶解性蒸発残留物の量：1g/l以下
塩化物イオン量：200ppm以下
水素イオン濃度：PH5.8～8.6
モルタルの圧縮強度比：材齢1,7
及び28日で90％以上
空気量の増分：±1％

工事開始前及び工事中１回/年
以上および水質が変わった場
合。

上水道を使用してる場合は試験に換
え、上水道を使用してることを示す
資料による確認を行う。

○ 練混ぜ水の水質試
験

土木学会規準
JSCE-B 101

懸濁物質の量：2g/l以下
溶解性蒸発残留物の量：1g/l以下
塩化物イオン量：200ppm以下
水素イオン濃度：PH5.8～8.6
モルタルの圧縮強度比：材齢1,7
及び28日で90％以上
空気量の増分：±1％

工事開始前及び工事中１回/年
以上および水質が変わった場
合。

上水道を使用してる場合は試験に換
え、上水道を使用してることを示す
資料による確認を行う。

○

回収水の場合：
JIS A 5308附属書
9

塩化物イオン量：200ppm以下
セメントの凝結時間の差：始発は
30分以内、終結は60分以内
モルタルの圧縮強度比：材齢7及
び28日で90％以上

工事開始前及び工事中１回/年
以上および水質が変わった場
合。

○ 回収水の場合：
JIS A 5308附属書
9

塩化物イオン量：200ppm以下
セメントの凝結時間の差：始発は
30分以内、終結は60分以内
モルタルの圧縮強度比：材齢7及
び28日で90％以上

工事開始前及び工事中１回/年
以上および水質が変わった場
合。

○

細骨材の表面水率
試験

JIS A 1111 設計図書による ２回/日以上 レディーミクストコンクリート以外
の場合に適用する。

細骨材の表面水率
試験

JIS A 1111 設計図書による ２回/日以上 レディーミクストコンクリート以外
の場合に適用する。

粗骨材の表面水率
試験

JIS A 1125 設計図書による 1回/日以上 レディーミクストコンクリート以外
の場合に適用する。

粗骨材の表面水率
試験

JIS A 1125 設計図書による 1回/日以上 レディーミクストコンクリート以外
の場合に適用する。

計量設備の計量精
度

水：±1％以内
セメント：±1％以内
骨材 ：±3％以内
混和材：±2％以内
（高炉スラグ微粉末の場合は
±1％以内）
混和剤：±3％以内

設計図書による。 ・レディーミクストコンクリートの
場合、印字記録により確認を行う。
・急結剤は適用外

計量設備の計量精
度

水：±1％以内
セメント：±1％以内
骨材 ：±3％以内
混和材：±2％以内
（高炉スラグ微粉末の場合は
±1％以内）
混和剤：±3％以内

設計図書による。 ・レディーミクストコンクリートの
場合、印字記録により確認を行う。
・急結剤は適用外

ミキサの練混ぜ性
能試験

バッチミキサの場
合：
JIS A 1119
JIS A 8603

コンクリートの練混ぜ量
公称容量の場合
コンクリート中のモルタル単位

容積質量差：0.8％以下
コンクリート中の単位粗骨材量

の差：5％以下
圧縮強度平均値からの差：

7.5％以下
空気量平均値からの差：10％以

下
スランプ平均値からの差：15％

以下
公称容量の1/2の場合
コンクリート中のモルタル単位

容積質量差：0.8％以下
コンクリート中の単位粗骨材量

の差：5％以下

工事開始前及び工事中１回/年
以上。

・小規模工種で1工種当りの総使用量

が50m3未満の場合は1工種1回以上。ま
たレディーミクストコンクリート工
場（JISマーク表示認定工場）の品質
証明書等のみとすることができる。

ミキサの練混ぜ性
能試験

バッチミキサの場
合：
JIS A 1119
JIS A 8603

コンクリートの練混ぜ量
公称容量の場合
コンクリート中のモルタル単位

容積質量差：0.8％以下
コンクリート中の単位粗骨材量

の差：5％以下
圧縮強度平均値からの差：

7.5％以下
空気量平均値からの差：10％以

下
スランプ平均値からの差：15％

以下
公称容量の1/2の場合
コンクリート中のモルタル単位

容積質量差：0.8％以下
コンクリート中の単位粗骨材量

の差：5％以下

工事開始前及び工事中１回/年
以上。

・小規模工種で1工種当りの総使用量

が50m3未満の場合は1工種1回以上。ま
たレディーミクストコンクリート工
場（JISマーク表示認定工場）の品質
証明書等のみとすることができる。

連続ミキサの場
合：
土木学会規準
JSCE-I 502

コンクリート中のモルタル単位容
積質量差：0.8％以下
コンクリート中の単位粗骨材量の
差：5％以下
圧縮強度差：7.5％以下
空気量差：1％以下
スランプ差：3㎝以下

工事開始前及び工事中１回/年
以上。

・小規模工種で1工種当りの総使用量

が50m3未満の場合は1工種1回以上。ま
たレディーミクストコンクリート工
場（JISマーク表示認定工場）の品質
証明書等のみとすることができる。

連続ミキサの場
合：
土木学会規準
JSCE-I 502

コンクリート中のモルタル単位容
積質量差：0.8％以下
コンクリート中の単位粗骨材量の
差：5％以下
圧縮強度差：7.5％以下
空気量差：1％以下
スランプ差：3㎝以下

工事開始前及び工事中１回/年
以上。

・小規模工種で1工種当りの総使用量

が50m3未満の場合は1工種1回以上。ま
たレディーミクストコンクリート工
場（JISマーク表示認定工場）の品質
証明書等のみとすることができる。

そ
の
他

塩化物総量規制 「コンクリートの
耐久性向上」

原則0.3㎏/m3以下 コンクリートの打設が午前と午
後にまたがる場合は、午前に１
回コンクリート打設前に行い、
その試験結果が塩化物総量の規
制値の1/2以下の場合は、午後
の試験を省略することができ
る。（１試験の測定回数は3回
とする）試験の判定は3回の測
定値の平均値。

・小規模工種で1工種当りの総使用量
が50m3未満の場合は1工種1回以上。
またレディーミクストコンクリート
工場（JIS表示認定工場）の品質証明
書等のみとすることができる。
・骨材に海砂を使用する場合は、
「海砂の塩化物イオン含有率試験方
法」（JSCE-C502,503）を監督員と協
議の上また、特記仕様書の規定によ
り行う。

そ
の
他

塩化物総量規制 「コンクリートの
耐久性向上」

原則0.3㎏/m3以下 コンクリートの打設が午前と午
後にまたがる場合は、午前に１
回コンクリート打設前に行い、
その試験結果が塩化物総量の規
制値の1/2以下の場合は、午後
の試験を省略することができ
る。（１試験の測定回数は3回
とする）試験の判定は3回の測
定値の平均値。

・小規模工種で1工種当りの総使用量
が50m3未満の場合は1工種1回以上。
またレディーミクストコンクリート
工場（JIS表示認定工場）の品質証明
書等のみとすることができる。
・骨材に海砂を使用する場合は、
「海砂の塩化物イオン含有率試験方
法」（JSCE-C502,503）を監督員と協
議の上また、特記仕様書の規定によ
り行う。

スランプ試験
（モルタル除く）

JIS A 1101 スランプ5㎝以上8㎝未満 ：許容
差±1.5㎝
スランプ8㎝以上18㎝以下：許容
差±2.5㎝

・荷卸し時
1回／日または構造物の重要度
と工事の規模に応じて20～
150m3ごとに1回、および荷卸し
時に品質変化が認められた時。

小規模工種で1工種当りの総使用量が
50m3未満の場合は1工種1回以上。ま
たレディーミクストコンクリート工
場（JISマーク表示認定工場）の品質
証明書等のみとすることができる。

スランプ試験
（モルタル除く）

JIS A 1101 スランプ5㎝以上8㎝未満 ：許容
差±1.5㎝
スランプ8㎝以上18㎝以下：許容
差±2.5㎝

・荷卸し時
1回／日または構造物の重要度
と工事の規模に応じて20～
150m3ごとに1回、および荷卸し
時に品質変化が認められた時。

小規模工種で1工種当りの総使用量が
50m3未満の場合は1工種1回以上。ま
たレディーミクストコンクリート工
場（JISマーク表示認定工場）の品質
証明書等のみとすることができる。

必
須
コンクリートの圧
縮強度試験

JIS A 1108
土木学会規準JSCE
F561-1999

3本の強度の平均値が材令28日で
設計強度以上とする。

吹付1日につき1回行う。
なお、テストピースは現場に配
置された型枠に工事で使用する
のと同じコンクリート（モルタ
ル）を吹付け、現場で28日養生
し、直径50㎜のコアーを切取り
キャッピングを行う。原則とし
て1回に3本とする。

小規模工種で1工種当りの総使用量が

50m3未満の場合は1工種1回以上。また
レディーミクストコンクリート工場
（JISマーク表示認定工場）の品質証
明書等のみとすることができる。

必
須
コンクリートの圧
縮強度試験

JIS A 1108
土木学会規準JSCE
F561-1999

3本の強度の平均値が材令28日で
設計強度以上とする。

吹付1日につき1回行う。
なお、テストピースは現場に配
置された型枠に工事で使用する
のと同じコンクリート（モルタ
ル）を吹付け、現場で28日養生
し、直径50㎜のコアーを切取り
キャッピングを行う。原則とし
て1回に3本とする。

小規模工種で1工種当りの総使用量が

50m3未満の場合は1工種1回以上。また
レディーミクストコンクリート工場
（JISマーク表示認定工場）の品質証
明書等のみとすることができる。

そ
の
他

空気量測定 JIS A 1116
JIS A 1118
JIS A 1128

±1.5%（許容差） ・荷卸し時
1回／日または構造物の重要度
と工事の規模に応じて20～
150m3ごとに1回、および荷卸し
時に品質変化が認められた時。

小規模工種で1工種当りの総使用量が
50m3未満の場合は1工種1回以上。ま
たレディーミクストコンクリート工
場（JISマーク表示認定工場）の品質
証明書等のみとすることができる。

そ
の
他

空気量測定 JIS A 1116
JIS A 1118
JIS A 1128

±1.5%（許容差） ・荷卸し時
1回／日または構造物の重要度
と工事の規模に応じて20～
150m3ごとに1回、および荷卸し
時に品質変化が認められた時。

小規模工種で1工種当りの総使用量が
50m3未満の場合は1工種1回以上。ま
たレディーミクストコンクリート工
場（JISマーク表示認定工場）の品質
証明書等のみとすることができる。

そ
の
他

コアによる強度試
験

JIS A 1107 設計図書による。 品質に異常が認められた場合に
行う。

そ
の
他

コアによる強度試
験

JIS A 1107 設計図書による。 品質に異常が認められた場合に
行う。

16 吹付工 材
料
必
須
骨材のアルカリ・
シリカ反応性試験

JIS A 5308
附属書７,８

無害と判定されたものを使用す
る。無害でないものに関しては、
反応抑制対策（附属書６）を行い
使用可とする

当初及び材料の変化時

骨材のふるい分け
試験

JIS A 1102 削除

製
造
 
（
プ
ラ
ン
ト
）

必
須

そ
の
他

施
工

必
須

そ
の
他

施
工

製
造
 
（
プ
ラ
ン
ト
）
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工 種
種
別

試
験
区
分

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘 要

試験成
績表等
による
確認

工 種
種
別

試
験
区
分

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘 要

試験成
績表等
による
確認

誤 正

品質管理基準及び規格値 品質管理基準及び規格値

比重及び吸水率試
験

JIS A 1109
JIS A 1110

細骨材の洗い試験 JIS A 1103

セメントの物理試
験

JIS R 5201 削除

ポルトランドセメ
ントの科学分析

JIS R 5202

セメントの水和熱
測定

JIS R 5203

急結剤の品質 土木学会基準「吹付コンクリート
用急結剤品質規格（案）

圧縮強度試験 JIS A 1107
JIS A 1108
土木学会基準
F561-1986

３本の強度の平均値が材令28日で
設計強度以上とする。

吹付１日につき１回行う。な
お、テストピースは現場に配置
された型枠に工事で使用するの
と同じコンクリート（モルタ
ル）を吹付け、現場で28日養生
し、直径50㎜のコアーを切取り
キャッピングを行う。原則とし
て１回に３本とする。

細骨材の表面水率
試験

JIS A 1111 １日につき２回（午前・午後）
行う。

特殊モルタル等の
接着強度

モルタルブロック
供試体は２㎝立方
体（フック金具
付）

測定値の平均が設計基準接着強度
の80％以上

500㎡に３箇所以上 特殊モルタル等の
接着強度

モルタルブロック
供試体は２㎝立方
体（フック金具
付）

測定値の平均が設計基準接着強度
の80％以上

500㎡に３箇所以上

特殊モルタル等の
圧縮強度

コンクリートの圧
縮強度試験方法に
準ずる（供試体
は¢５㎝×10㎝）

測定値の平均が設計基準接着強度
の80％以上

500㎡に１回（３本）以上 特殊モルタル等の
圧縮強度

コンクリートの圧
縮強度試験方法に
準ずる（供試体
は¢５㎝×10㎝）

測定値の平均が設計基準接着強度
の80％以上

500㎡に１回（３本）以上

特殊モルタル等の
吹付量

測定用供試体は10
㎝×10㎝のヤシ
マット

±20％ 500㎡未満10個以上500㎡以上の
場合は監督員と協議のうえ施工
面積に応じて適宣割り増しす
る。

特殊モルタル等の
吹付量

測定用供試体は10
㎝×10㎝のヤシ
マット

±20％ 500㎡未満10個以上500㎡以上の
場合は監督員と協議のうえ施工
面積に応じて適宣割り増しす
る。

17 現場吹
付法枠工

材
料
必
須
アルカリ骨材反応
対策

「アルカリ骨材反
応抑制対策につい
て」（平成１４年
７月３１日付け国
官技第１１２号、
国港環第３５号、
国空建第７８
号）」

「アルカリ骨材反応抑制対策につ
いて」（平成１４年７月３１日付
け国官技第１１２号、国港環第３
５号、国空建第７８号）」

骨材試験を行う場合は、工事開
始前、工事中１回/６ヶ月以上
および産地が変わった場合。

○ 17 現場吹
付法枠工

材
料
必
須
アルカリ骨材反応
対策

「アルカリ骨材反
応抑制対策につい
て」（平成１４年
７月３１日付け国
官技第１１２号、
国港環第３５号、
国空建第７８
号）」

「アルカリ骨材反応抑制対策につ
いて」（平成１４年７月３１日付
け国官技第１１２号、国港環第３
５号、国空建第７８号）」

骨材試験を行う場合は、工事開
始前、工事中１回/６ヶ月以上
および産地が変わった場合。

○

そ
の
他

骨材のふるい分け
試験

JIS A 1102
JIS A 5005
JIS A 5011-1～3

設計図書による。 工事開始前、工事中１回/月以
上および産地が変わった場合。

○ そ
の
他

骨材のふるい分け
試験

JIS A 1102
JIS A 5005
JIS A 5011-1～3

設計図書による。 工事開始前、工事中１回/月以
上および産地が変わった場合。

○

骨材の密度及び吸
水率試験

JIS A 1109
JIS A 1110
JIS A 5005
JIS A 5011-1～3

絶乾密度：2.5以上
細骨材の吸水率：3.5％以下
粗骨材の吸水率：3.0％以下
（砕砂・砕石、高炉スラグ骨材、
フェロニッケルスラグ細骨材、銅
スラグ細骨材の規格値については
摘要を参照）

工事開始前、工事中１回/月以
上および産地が変わった場合。

JIS A 5005（砕砂及び砕石）
JIS A 5011-1（高炉スラグ骨材）
JIS A 5011-2（フェロニッケルスラ
グ細骨材）
JIS A 5011-3（銅スラグ細骨材）

○ 骨材の密度及び吸
水率試験

JIS A 1109
JIS A 1110
JIS A 5005
JIS A 5011-1～3

絶乾密度：2.5以上
細骨材の吸水率：3.5％以下
粗骨材の吸水率：3.0％以下
（砕砂・砕石、高炉スラグ骨材、
フェロニッケルスラグ細骨材、銅
スラグ細骨材の規格値については
摘要を参照）

工事開始前、工事中１回/月以
上および産地が変わった場合。

JIS A 5005（砕砂及び砕石）
JIS A 5011-1（高炉スラグ骨材）
JIS A 5011-2（フェロニッケルスラ
グ細骨材）
JIS A 5011-3（銅スラグ細骨材）

○

骨材の微粒分量試
験

JIS A 1103
JIS A 5005

粗骨材：1.0％以下
細骨材：コンクリートの表面がす
りへり作用を受ける場合3.0％以
下、その他の場合5.0％以下（砕
砂およびスラグ細骨材を用いた場
合はコンクリートの表面がすりへ
り作用を受ける場合5.0％以下そ
の他の場合7.0％以下）

工事開始前、工事中１回/月以
上および産地が変わった場合。
（山砂の場合は、工事中１回／
週以上）

○ 骨材の微粒分量試
験

JIS A 1103
JIS A 5005

粗骨材：1.0％以下
細骨材：コンクリートの表面がす
りへり作用を受ける場合3.0％以
下、その他の場合5.0％以下（砕
砂およびスラグ細骨材を用いた場
合はコンクリートの表面がすりへ
り作用を受ける場合5.0％以下そ
の他の場合7.0％以下）

工事開始前、工事中１回/月以
上および産地が変わった場合。
（山砂の場合は、工事中１回／
週以上）

○

砂の有機不純物試
験

JIS A 1105 標準色より淡いこと。濃い場合で
も圧縮強度が90%以上の場合は使
用できる。

工事開始前、工事中１回/年以
上および産地が変わった場合。

濃い場合は、JIS 5308「モルタルの
圧縮強度による砂の試験」付属書3に
よる。

○ 砂の有機不純物試
験

JIS A 1105 標準色より淡いこと。濃い場合で
も圧縮強度が90%以上の場合は使
用できる。

工事開始前、工事中１回/年以
上および産地が変わった場合。

濃い場合は、JIS 5308「モルタルの
圧縮強度による砂の試験」付属書3に
よる。

○

モルタルの圧縮強
度による砂の試験

JIS A 5308の附属
書3

圧縮強度の90％以上 試料となる砂の上部における溶
液の色が標準色液の色より濃い
場合。

○ モルタルの圧縮強
度による砂の試験

JIS A 5308の附属
書3

圧縮強度の90％以上 試料となる砂の上部における溶
液の色が標準色液の色より濃い
場合。

○

骨材中の粘土塊量
の試験

JIS A 1137 細骨材：1.0%以下
粗骨材：0.25%以下

工事開始前、工事中１回/月以
上および産地が変わった場合。

○ 骨材中の粘土塊量
の試験

JIS A 1137 細骨材：1.0%以下
粗骨材：0.25%以下

工事開始前、工事中１回/月以
上および産地が変わった場合。

○

骨材中の比重1.95
の液体に浮く粒子
の試験

JIS A 5308の附属
書2

細骨材：
コンクリートの外観が重要な場

合0.5%以下
その他の場合1.0%以下

粗骨材：
コンクリートの外観が重要な場

合0.5%以下
その他の場合1.0%以下

工事開始前、工事中１回/年以
上および産地が変わった場合。

スラグ細骨材、高炉スラグ粗骨材に
は適用しない。

○ 骨材中の比重1.95
の液体に浮く粒子
の試験

JIS A 5308の附属
書2

細骨材：
コンクリートの外観が重要な場

合0.5%以下
その他の場合1.0%以下

粗骨材：
コンクリートの外観が重要な場

合0.5%以下
その他の場合1.0%以下

工事開始前、工事中１回/年以
上および産地が変わった場合。

スラグ細骨材、高炉スラグ粗骨材に
は適用しない。

○

硫酸ナトリウムに
よる骨材の安定性
試験

JIS A 1122
JIS A 5005

細骨材：10%以下
粗骨材：12%以下

工事開始前、工事中１回/年以
上および産地が変わった場合。

寒冷地で凍結のおそれのある地点に
適用する。

○ 硫酸ナトリウムに
よる骨材の安定性
試験

JIS A 1122
JIS A 5005

細骨材：10%以下
粗骨材：12%以下

工事開始前、工事中１回/年以
上および産地が変わった場合。

寒冷地で凍結のおそれのある地点に
適用する。

○

セメントの物理試
験

JIS R 5201 JIS R 5210（ポルトランドセメン
ト）
JIS R 5211（高炉セメント）
JIS R 5212（シリカセメント）
JIS R 5213（フライアッシュセメ
ント）
JIS R 5214（エコセメント）

工事開始前、工事中1回/月以上 ○ セメントの物理試
験

JIS R 5201 JIS R 5210（ポルトランドセメン
ト）
JIS R 5211（高炉セメント）
JIS R 5212（シリカセメント）
JIS R 5213（フライアッシュセメ
ント）
JIS R 5214（エコセメント）

工事開始前、工事中1回/月以上 ○

16-1 特殊
モルタル等
吹付工

施
工
必
須

16-1 特殊
モルタル等
吹付工

施
工
必
須

施
工
必
須

JIS R 5210
ポルトランドセメントの規格
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